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遍

路
の

「

接
待
文

化
」

と

の

相
違
点
と

し
て

、

伊

勢
参
宮
の

場
合、

「

施

行
文
化
」

と

言
え
る
ほ

ど
の

歴
史
的
な

継
続
的
実
態
が
な

い

こ

と

が

あ
げ

ら

れ
る

。

も
ち

ろ
ん、

施
行
と

い

う
キ

ャ

ッ

チ
フ

レ

ー

ズ

を
現
在、

使
用

す
る

観
光
や

行
政

関
係
者
は

い

る
も
の

の、

そ

の

概
念
の
一

般
化
普
遍
化

に

つ

い

て

も
丁

寧
な

把
握
が

必
要
で

あ
る

。

　
そ

れ
で

も、

見
て

き

た

間
接
史
料
を
重
ね

る

こ

と
で
、

巡
る

人
々

や
巡

ら

れ
る
人
々

の

多
様

性
は

う
か

が

え
る

。

施
行
に

対
す
る

肯
定
的
な

対
応

に

対
し
て
、

規
制
を

強
め
て

い

く
よ

う
な

葛
藤
も
確
認
で

き

た
。

こ

の

点

は
、

四

国
遍

路
に

捉
え

ら

れ
た

日
常
的
実
践
と

し
て

の

接
待
文
化
に

も
通

底
す
る

点
か

も

し
れ
な

い
。

し

か

し
な
が

ら、

そ
の

対
象
に

高
齢
者
・

障

害
者
を
は

っ

き

り

と

捉
え

ら
れ
て

は
い

な
い

。

　

繰
り

返
し

に

な
る

が
、

伊
勢
参
宮
の

史
料
か

ら
は、

ル

ル

ド

の

オ
ス

ピ

タ

リ
テ

活
動
の

よ

う
な

歴
史
的
脈
絡
は

見
出
し

に

く
い

。

こ

の

こ

と

は
、

現

在
の

参
拝
ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア
と
、

伊
勢
の

施
行
と
の

脈
絡
の

違
い

を

考
え

な

け
れ
ば
な

ら

な

い

こ

と

を
指
摘
し
た
い

。

　
い

ず
れ
に

し
て

も、

現
段
階
で

は

歴
史
的
な

実

態
を

考

察
す

る
た

め

に
、

関
係
す
る

史
料
を
広
げ
だ
し
た
に

す
ぎ
な
い

。

さ

ら
に

丹
念
に

目
を

通
す
こ

と

で

考
察
を

深
め

た
い

。

身
延
山
参
詣
記
に

み

る

巡
拝
寺
院
に

つ

い

て

望

　
月
　
真
　
澄

身
延
山
信
仰
を
捉
え
る

視
点
と

し
て

、

身
延

山
内
に

残
る

江
戸
信
徒
関

係
資
料
に

つ

い

て

考
察
し
た

こ

と

が

あ
る

。

本
発
表
で

は、

江
戸
か

ら
の

身
延

山
参
詣
道
中
に

着
目
し

、

途
中
の

巡
拝
寺
院
に

伝
わ
る

資
料
を
紹
介

し
、

身

延
山
参
詣
に

お

け
る

巡
拝
寺
院
の

役
割
と

身
延
山
巡
拝
信
仰
の

特

徴
に

つ

い

て

考
え
て

み

た
い

。

今
回
は
、

江
戸
か

ら
甲
州
廻
り
の

道
中
に

お

け
る

巡

拝
寺
院
を

検
討
す
る
こ

と

に

す
る

。

　

江

戸
よ
り

身
延
山
に

登
詣
す
る

大
き

な

道
程
は

二

つ

あ
る

。

一

つ

は
、

江
戸
よ
り

甲
州
街
道
を
進
み、

甲
府
か

ら

身
延
道
を

南
下
す
る

道
程
で

あ

り
、

も
う
一

つ

は
、

東
海
道
を

西
に

進
み

、

竄
士

地
域
か

ら

身
延
道
に

入

り
、

北
上
す
る

道
程
で

あ
る

。

こ

の

二

つ

の

参
詣
道
の

中
で

も
、

盛
ん

に

参
詣
さ
れ
た

道
程
は

、

江
戸
よ
り

甲
州
街
道
を

経
て

進
む

道
で、

身

延
山

に

参
詣
す
る

と

帰
り
は

身
延
山
よ
り

岩
渕
（
富
士

川
町）

へ

下
り

、

東
海

道
を

進
む

道
で

あ
る

。

こ

れ

は、

近

世
後
期
の

双
六

に

も
登
場
す
る

ほ
ど

の

代
表

的
な
参

詣
道
で
、

江
戸
か

ら
の

身
延

山
登

詣
の

道
中
日

記
を
み

て

も
、

お

お

か

た
は

こ

の

道
程
を
と

っ

て

い

る
。

　
こ

の

参
詣
道
の

途
中
に

は
、

日
蓮
宗
寺
院
や
日
蓮
ゆ

か

り
の

場
所
を
巡

拝
す
る

参
詣
路
が

と

ら

れ
、

こ

れ
が
参

詣
記
に

紹
介
さ
れ
て

い

る
。

数
々

の

参
詣
記
に

は
、

堀
之
内
妙
法
寺、

休

息
立
正
寺、

石

和
遠
妙
寺、

甲
府

信
立

寺、

甲
府
遠
光
寺

、

増
穂

昌
福
寺、

小
室
妙
法
寺
と

い

っ

た
寺
院
が

登
場
す
る

。

こ

の

他
に

も
参
詣
途
中
に

法
華
寺
院
を
巡
拝
し
て

い

る

場
合

が
み

ら
れ
る

。

そ

こ

で、

地
誌
類
に

み

ら
れ
る

日
蓮
宗
寺
院
関
係
記
載
と

江
戸
講
中
関
係
資

料
や

道
中
途
中
の

寺
院
の

性
格
に

つ

い

て

み

て

み

た

い
。

 
堀
之

内
妙
法
寺
（
東
京
都
杉
並

区∀

は、

道
中
記
に

、

厄
除
け
祖
師
を

祀
る

霊
場
で

あ
り、

行
事
の

折
に

は
賑
わ
っ

て

い

た

こ

と

が

知
ら

れ

る
。

 
勝
沼
立
正
寺
（
甲

州
市
休
息
）

は
、

道
中
記
に

日

蓮
が

甲
斐
国
布
教
の
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途

中
、

「

立
正

安

国
論
」

を

講
じ

た

場
所
で、

近

く
に

輪
石
庵
と

い

う
庵

が

存
在
す

る
。

ま

た
、

六
院
十
二

妨
を

擁
す
る

本
寺

格
寺

院
で

あ

り、

江

戸
の

人
が
身

延
参
詣
に

立
ち

寄
る

寺
院
と

し

て

存
在
し、

こ

の

た

め

法
華

信
徒
に

ま

つ

わ

る

資
料
が

伝
存
す
る

。

輪
石
庵
に

は、

明

治
・

大
正

期
と

推
定
さ

れ
る
石
垣
が

あ

り、

そ

こ

に

は

江

戸
町
人
の

名
前
が
刻
ま

れ

て

お

り
、

江
戸
に

住
む

信
徒
の

参
詣
が

絶
え
な
か

っ

た

よ

う
で

あ
る

。

　

ま

た
、

立
正
寺
境
内
の

日
蓮
袈
裟
掛
松
の

石
塔
や

祖
師
堂
内
の

常
香
盤

は

内
藤
新
宿
と

四
谷
の

講
中
が

寄
進
し
て

い

る

も
の

で

あ
る

。

年
紀
は

な

い

が
、

恐
ら

く
近
世
に

江
戸
の

信

者
が

身

延
山

巡
拝
の

途
中
に

立

ち

寄

り、

信
仰
の

証
し

と

し

て

寄
進
し

た

仏
具
と

考
え

ら

れ
る
。

 
石
和

遠
妙

寺
（
笛
吹

市
石
和

町
∀

は、

日
蓮
が

甲
斐
巡
教
中
に

こ

の

地

を

訪
れ、

石

和
川
の

鵜
飼
の

霊
に

逢
い
、

そ
の

供
養
の

た

め
に

石
に

法
華

経
を
書
き
、

川
に

沈
め

た

と

い

う
霧

場
で

あ
る

。

ま
た

、

謡
曲
「

鵜
飼
」

に

も
歌
わ

れ、

日
蓮

像
と

鵜
飼
像
の

開
帳
儀
礼
が

本
堂
で

行
わ
れ
、

参
詣

者
が

絶
え
な
か

っ

た
と
い

う
。

こ

れ
は

「

鵜
飼
山
本

妙
寺
霊
宝

不
レ

残
開

帳、

百
疋

之
由
」

と

道
中
記
に

あ
る

よ

う
に
、

巡

拝
者
に

霊
宝
の

開

帳
も

行
わ

れ

て

い

た

よ
う
で

あ
る

。

 
小

室
妙

法
寺
（

増
穂
町

小
室）

は
、

甲
斐
の

日
記
類
に

よ

る

と
、

修
験

道
の

寺
院
で

あ
っ

た

が
日

蓮
が

立
ち

寄
り、

法
論
を

行
っ

て

改
宗
し

た

寺

院
と

あ
る

。

　

以
上、

身
延

山
参
詣
道
中
に

お

け

る
巡

拝
寺
院
の

性
格
に

つ

い

て

み

て

き

た
。

そ

の

結
果

、

江
戸
の

人
々

が

身
延

参
詣
途
中
に

日
蓮
ゆ
か

り

の

寺

院
に

巡
拝
し、

そ

こ

で

堂

宇
や

仏
具
の

寄
進

行
為
を

行
っ

て

い

た
こ

と

が

明
ら
か

に

な
っ

た
。

江
戸
に

お

け
る

法

華
信
徒
の

多
い

居
住

地
は

、

谷

中
・

浅
草
・

日

本
嬌

・

神
田
と
い

っ

た

地
域
で
、

同
地

域
内
に

あ
る

寺
院

に

は
、

祖
師
像
や
七

面
大
明
神
像
と

い

っ

た

神
仏
が

勧
請
さ
れ

て

い

た
。

こ

の

地
域
の

法
華
信

徒
は

参
詣

講
を
組

織
し
て

身
延
山
に

登
詣
し

、

巡
拝

途
中
の

寺
院
等
に

信

仰
の

証
し
と
し
て

の

仏

像
・

仏
具
類
を
寄
進
し

た

の

で

あ
る

。

こ

う
し
て
、

江

戸
後
期
に

身
延
山

参
拝
が

高
ま
っ

て

い

く

と、

参
詣
道
途
中
の

法
華
寺
院
は

道

中
記
や
案
内

記
に

巡
拝
寺
院
と

し

て

登
場

し、

身
延
山
参
詣
に

お

け
る

巡

拝
寺
院
と

し
て

位
置
づ

け
ら

れ

て

い

っ

た

の

で

あ．
る
。

仏
教
教
団
と

講
集
団
の

関
わ

り

　
　

ー
四

国
遍
路
の

事
例
か

ら

ー
栗

　
田

　
英
　
彦

　

四

国
遍

路
に

は

多
く
の

人
々

や

組
織
が

関
わ
っ

て

い

る
。

先
達
に

率
い

ら
れ

四
国

遍
路
を

巡

拝
す
る

講
集

団
も
そ

の
一

つ

で

あ
る

。

本

発
表
で

は、

八

十
八
ヶ

所
札
所
寺
院
で

構
成
さ

れ

る

四

国
八

卜
八

ヶ

所
霊

場
会

（

以
下、

霊
場
会
と

略
す）

の

後
援
団
体
で

あ
る
関
西
先
達
会
お

よ
び
愛

知
県
先
達
会
に

所
属
す
る

講
集
団
の

講
元
と

講
員
へ

の

発
表
者
自
身
に

よ

る
聞
き
取
り
調
査
に

基
づ

き
、

札
所
寺
院
と

講
集
団
の

関
わ
り

に

つ

い

て

考
察
し
た
。

　
ま

ず
、

昭
和
三

十
年
代
に

発
足
し

た

霊
場
会
お

よ

び
霊

場
会
に

よ
る

公

認
先
達
制
度
の

発
展
に、

こ

れ

ら
の

講
集
団
は
大
き

な

役
割
を

果
た
し
た

こ

と

に

つ

い

て

触
れ
て

お

き

た

い
。

現
在

、

霊
場
会
の

財
政
基
盤
は
主
に

先
達
の

補
任
・

昇

補
な
ど

の

先
達
会
費
に

よ

っ

て

い

る

が、

公
認
先
達
制

度
発
足
当
初
は
思
う
よ

う
に

先
達

補
任
者
は

増
え
な

か

っ

た

ら
し

い
。

そ
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